
人が集い、想いを紡ぎ、新しい流れをつくるまち
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消防団へ小型動力ポンプ付積載車を配備
令和 7 年（2025 年）3 月 11 日（火）に、令和 6 年度（2024 年度）石油貯蔵施設立地対策等交付金事業より、

金屋支団第 2 分団小川班と清水支団第 2 分団第 2 班（沼班）に小型動力ポンプ付積載車を交付しました。交
付式では中山町長が、日夜町民の安心・安全を守っている消防団員の方々に対し、感謝とお礼の言葉を述べ
ました。

林口 泰治さん（二川）

祝 100 歳
おめでとうございます

弾道ミサイル発射情報の訓練放送を実施します

国からの弾道ミサイル発射情報を「J アラート」
を介し、自動で住民へ伝達する訓練を全国一斉に実
施します。防災行政無線放送などの情報配信を実施
しますが、訓練ですので実際の情報と取り違えない
ようにご注意ください。

●日時／ 5 月 28 日（水）11:00 ～

とるべき避難行動
①建物の中に避難
②地面に伏せて頭を守る
③窓から離れる
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各種納期限
軽自動車税（種別割）
全期 2025/06/ 2

固定資産税
第１期 2025/ 6/ 2
第２期 9/30
第３期 12/ 1
第４期 2026/02/ 2

町県民税（普通徴収）
第１期 2025/06/30
第２期 09/30
第３期 12/ 1
第４期 2026/02/ 2

国民健康保険税
（普通徴収）

第１期 2025/07/31
第２期 09/ 1
第３期 09/30
第４期 10/31
第５期 12/ 1
第６期 2026/01/05
第７期 02/ 2
第８期 03/ 2

後期高齢者医療保険料
（普通徴収）

第１期 2025/07/31
第２期 09/ 1
第３期 09/30
第４期 10/31
第５期 12/ 1
第６期 2026/01/05
第７期 02/ 2
第８期 03/ 2
第 9期 03/31

介護保険料（普通徴収）

第１期 2025/07/31
第２期 09/ 1
第３期 09/30
第４期 10/31
第５期 12/ 1
第６期 2026/01/05
第７期 02/ 2
第８期 03/ 2

のお知らせ

納税通知書と納付書は5
月 9日ごろ発送予定です。
口座振替の場合は、納

税通知書のみ送付します。 納税通知書と納付書は5
月 9日ごろ発送予定です。
口座振替の場合は、納

税通知書のみ送付します。

納税通知書と納付書は6
月10日ごろ発送予定です。
口座振替・年金天引き

の場合は、納税通知書の
み送付します。

納税通知書と納付書は
7月 14 日ごろ発送予定で
す。
口座振替・年金天引き

の場合は、納税通知書の
み送付します。
※国民健康保険の加入者数に
変更があったり、国民健康
保険に加入・脱退したりす
る場合は、必ず手続きが必
要になります。手続きをし
ない場合、国民健康保険税
がかかり続けることになる
のでご注意ください。

※国民健康保険税は、世帯主
に課税されます。

保険料納入通知書と納付
書は７月中旬から発送予定
です。
口座振替や年金から天引

きの場合は、納入通知書の
み送付します。

保険料納入通知書と納付
書は７月中旬から発送予定
です。
口座振替や年金から天引

きの場合は、納入通知書の
み送付します。

令和 7 年度（2025 年度）の各種町税の納期限は記載のとおりです。納
期限を過ぎると、その日数に応じて延滞金が加算されます。お忘れのな
いように納付してください。

ご注意ください
●複数納期限のある税金については、期別分の納付書をまとめて送付し

ます。期別で納付する場合は、各自で納付書の保管を行ってください。
● 30 万円以上の納付書は、コンビニでの取り扱いができないのでご了承

ください。
●令和５年度（2023 年度）から全期分の納付書は同封しておりません。

口座振替が便利です！
口座振替の手続きは、取り扱い金融機関（紀

陽銀行・和歌山県農協・きのくに信用金庫・近
畿労働金庫・ゆうちょ銀行）で行ってください。
一度登録すると、変更のない限り登録いただい
た口座から振り替えを行うので、年度が替わっ
ても再度申請する必要はありません。
※�令和７年度（2025 年度）から口座振替不能
に伴う再振替のお知らせを廃止します。
特に国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・

介護保険料については、今まで年金から天引き
されていた人でも、保険料に変更のあった場合
などは天引きされない期間が発生します。
納め忘れのない、便利な口座振替の登録にご

協力ください。

問【町税】税務課（吉備庁舎）
【後期高齢者医療保険料】住民課（吉備庁舎）
【介護保険料】長寿支援課（金屋庁舎）
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４月１日付で人事異動を行いました。
紙面の都合上、部長級・課長級・班長級・

新採用・退職者のみの掲載となります。

※部長級・課長級における［　］内は旧職
※頭「◎」は昇格または昇任

人事異動

●
建
設
環
境
部
建
設
課
長
兼
都
市
整
備
班
長　

大
倉 

隆

宏
［
建
設
環
境
部
建
設
課
長
］

●
福
祉
保
健
部
健
康
推
進
課
長　

穂
芝 

豊
和
［
福
祉
保

健
部
健
康
推
進
課
長
兼
健
康
推
進
班
長
］

●
福
祉
保
健
部
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
長
兼
住
民
班
長　

福
本 

光
宏
［
福
祉
保
健
部
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
長
］

●
総
務
政
策
部
総
務
課
長　

原 

秀
文
［
総
務
政
策
部
総

務
課
長
兼
総
務
班
長
］

◎
産
業
振
興
部
商
工
観
光
課
長　

川
嶋 

一
也
［
清
水
行

政
局
産
業
振
興
室
長
兼
産
業
振
興
班
長
］

◎
総
務
政
策
部
財
務
課
長
兼
財
政
班
長　

青
石 

元
希［
総

務
政
策
部
財
務
課
財
政
班
長
］

◎
金
屋
第
一
こ
ど
も
園
長　

川
嶋 

美
紀
［
藤
並
こ
ど
も

園
主
任
保
育
士
］

◎
次
長
兼
吉
備
金
屋
消
防
署
長　

宮
本 

康
之
［
清
水
消

防
署
長
］

●
予
防
課
長　

大
前 

広
芳
［
吉
備
金
屋
消
防
署
長
］

◎
清
水
消
防
署
長　

松
木
平 

康
［
吉
備
金
屋
消
防
署
副

署
長
心
得
兼
吉
備
金
屋
消
防
署
警
備
第
1
班
班
長
］

●
消
防
総
務
課
長　

奥
林 

良
平
［
消
防
総
務
課
長
兼
総

務
係
長
事
務
取
扱
］

班
長
級

●
産
業
振
興
部
林
務
課
林
務
班
主
幹　

上
田 

隆
章

●
総
務
政
策
部
財
務
課
管
財
検
査
班
主
幹　

中
村 

博
司

●
清
水
行
政
局
総
務
政
策
室
長　

中
元 
崇
夫

●
建
設
環
境
部
上
下
水
道
課
施
設
管
理
班
長　

岩
﨑 
勝
富

●
建
設
環
境
部
上
下
水
道
課
庶
務
班
長　

宮
井 
智
代

●
教
育
部
こ
ど
も
教
育
課
給
食
セ
ン
タ
ー
長　

青
石 

賢
治

部
長
級

●
総
務
政
策
部
長　

中
屋 

正
也
［
議
会
事
務
局
長
］

◎
議
会
事
務
局
長　

山
縣 

和
弘［
総
務
政
策
部
財
務
課
長
］

課
長
級

●
産
業
振
興
部
林
務
課
長
兼
林
務
班
長　

九
鬼 

正
典［
産

業
振
興
部
商
工
観
光
課
長
］

●
教
育
部
社
会
教
育
課
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
班
長　

西

井 

裕
子
［
教
育
部
社
会
教
育
課
長
兼
文
化
情
報
班
長
］

●
建
設
環
境
部
上
下
水
道
課
長　

新
田 

耕
作
［
建
設
環

境
部
水
道
課
長
兼
庶
務
班
長
］

4広報ありだがわ　2025.5



●
清
水
消
防
署
警
備
第
２
班
班
長
兼
庶
務
係
長
事
務
取
扱　

舟
津 

幹
人

●
吉
備
金
屋
消
防
署
警
備
第
２
班
班
長　

吉
村 

光
智

◎
吉
備
金
屋
消
防
署
警
備
第
３
班
班
長　

中
尾 

明
弘

新
採
用

●
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
建
設
班
主
事　

前
田 

篤
輝

●
福
祉
保
健
部
長
寿
支
援
課
長
寿
支
援
班
主
事　

下
垣 

七
海

●
福
祉
保
健
部
健
康
推
進
課
健
康
推
進
班
保
健
師　

藤
岡 

愛
美

●
福
祉
保
健
部
長
寿
支
援
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
保

健
師　

浦
西 

麻
衣

●
藤
並
こ
ど
も
園
保
育
士　

森
橋 

和
奏

●
き
び
森
の
こ
ど
も
園
保
育
士　

松
村 

侑
香

●
金
屋
第
三
こ
ど
も
園
保
育
士　

坂
尻 

綾
音

●
消
防
総
務
課
付
（
消
防
学
校
派
遣
）　

山
田 

健
吾

●
消
防
総
務
課
付
（
消
防
学
校
派
遣
）　

弓
中 

視
卯

退
職

●
井
上 

光
生
［
総
務
政
策
部
長
］

●
嶋
田 

鉄
也
［
建
設
環
境
部
水
道
課
庶
務
班
主
幹
］

●
﨑
山 

昌
裕
［
建
設
環
境
部
建
設
課
農
林
班
長
］

●
井
口 

慧
亮
［
産
業
振
興
部
産
業
課
産
業
班
主
査
］

●
玉
置 

ゆ
き
［
福
祉
保
健
部
長
寿
支
援
課
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
長
］

●
玉
置 

雅
子
［
金
屋
第
一
こ
ど
も
園
長
］

●
榎
本 

章
代
［
金
屋
第
二
こ
ど
も
園
保
育
士
］

●
岡
本 

三
幸
［
き
び
森
の
こ
ど
も
園
保
育
士
］

●
日
潟 

郁
［
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
調
理
員
］

●
田
代 

順
子
［
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
調
理
員
］

●
森
下 

周
司
［
予
防
課
長
］

「刀」の脇。
左の上が突き出ない「邦」

令和 6 年度　和歌山県
消防功労者 定例表彰

県知事表彰　竿頭綬 有田川町消防団清水支団

県知事表彰　永年勤続功労章 有田川町消防本部　消防司令　奥林 良平

県知事表彰　永年勤続功労章 有田川町消防団 副団長　鈴木 幸敏

消防庁長官表彰　永年勤続功労章 有田川町消防本部　消防司令長　岩井 伸幸

消防庁長官表彰　永年勤続功労章 有田川町消防本部 消防司令 森下 周司

消防庁長官表彰　永年勤続功労章 有田川町消防団　副団長　黒松 和也

消防庁長官表彰　永年勤続功労章 有田川町消防団　副団長　瀬谷 秀男

消防庁長官表彰　永年勤続功労章 有田川町消防団　副団長　中硲 隆平

和歌山県消防協会総裁表彰　竿頭綬 有田川町消防団吉備支団第 2 分団

和歌山県消防協会総裁表彰　功績章 有田川町消防団　分団長　中 雅昭

和歌山県消防協会総裁表彰　功績章 有田川町消防団　分団長　玉野 耕司

和歌山県消防協会総裁表彰　勤続章 有田川町消防団　副団長　西 弘義

日本消防協会会長表彰　特別功労章 有田川町消防団　相談役　保江 宗治

日本消防協会会長表彰　精績章 有田川町消防団　分団長　内之八重 強

日本消防協会会長表彰　精績章 有田川町消防団　分団長　坂上 明弘

日本消防協会会長表彰　精績章 有田川町消防団　分団長　楠 芳樹

日本消防協会会長表彰　精績章 有田川町消防団　分団長　保田 富二

日本消防協会会長表彰　勤続章 有田川町消防本部　消防司令補　毛保 真治

日本消防協会会長表彰　勤続章 有田川町消防本部　消防司令補　舟津 幹人

日本消防協会会長表彰　勤続章 有田川町消防本部　消防司令補　南 公登

日本消防協会会長表彰　勤続章 有田川町消防団　副分団長　坂井 英貴

日本消防協会会長表彰　勤続章 有田川町消防団　班長　温井 勉

日本消防協会会長表彰　勤続章 有田川町消防団　団員　西岡 晃

日本消防協会会長表彰　勤続章 有田川町消防団　団員　辻 勇

日本消防協会会長表彰　勤続章 有田川町消防団　団員　澤 克紀

日本消防協会会長表彰　勤続章 有田川町消防団　団員　辻 朗

日本消防協会会長表彰　勤続章 有田川町消防団　団員　溝端 勝

日本消防協会会長表彰　勤続章 有田川町消防団　団員　小林 義典

日本消防協会会長表彰　勤続章 有田川町消防団　団員　久保 弘樹

日本消防協会会長表彰　勤続章 有田川町消防団　団員　森下 陽司

日本消防協会会長表彰　勤続章 有田川町消防団　団員　上西 卓次
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住宅耐震診断　問建設課（吉備庁舎）

●補助内容
・木造住宅／無料で木造耐震診断士を派遣
・非木造住宅／耐震診断費用の 3 分の 2 を補助（上限 8 万 9 千円）

●補助対象住宅／次の全ての条件を満たす住宅が対象
・有田川町内に所在する住宅
・木造住宅の場合は平成 12 年（2000 年）5 月 31 日以前に着工されたもの。
・非木造住宅の場合は昭和 56 年（1981 年）5 月 31 日以前に着工されたもの。
・地上階数が 2 以下かつ延べ面積が 400㎡以下のもの。
※この事業における「住宅」とは、個人が所有する一戸建て住宅をいいます。ただし、店舗

などの用途を兼ねる場合は、店舗などの用に供する部分の床面積が延べ面積の２分の 1 未
満のものに限ります。

※木造住宅のうち、枠組壁工法、丸太組工法、鉄骨造等との混構造、その他特殊な構造のも
のは、補助対象外です。

●補助対象者／補助対象住宅の所有者

●申し込み方法／申請書に必要事項を記入の上、提出してください。

●申請書の配布・受付場所／建設課（吉備庁舎）
※申請書は、町ホームページからも取得できます。

●受付期間／ 5 月 7 日（水）～ 12 月 19 日（金）
※役場開庁日時に伴う。　※その他諸条件があります。詳しくはお問い合わせください。
※期間中であっても予算上限に達し次第、締め切ります。　※着手後の申請は受け付けません。

耐震診断の結果
耐震性が低い場合に次の補助が受けられます

住宅の耐震改修費の一部補助
●補助内容／耐震診断の結果、倒壊の危険性があると判断された住宅について、耐震改

修（建替え含む）に要する費用の一部を補助
　※耐震改修は、一定の基準を満たす必要があります。
　※建替えの場合は、省エネ基準に適合させる必要があります。
●補助金の額／上限 131 万 6 千円　　●募集戸数／ 10 戸程度
●補助対象住宅／住宅耐震診断事業の補助対象住宅と同じ
●補助対象者／補助対象住宅の所有者
●申し込み方法／申請書に必要事項を記入の上、提出してください。
●申込用紙の配布・受付場所／建設課（吉備庁舎）
　※申請書は、町ホームページからも取得できます。
●受付期間／ 5 月 7 日（水）～ 5 月 16 日（金）
　※役場開庁日時に伴う。　※着手後の申請は受け付けません。
　※受付期間内に募集戸数を上回った場合は抽選となります。
　※受付期間内に募集戸数に満たなかった場合は、12 月 19 日（金）までの期間、募集戸

数に達するまで先着順に受け付けます。

その他にも補助が受けられます
耐震性を有する住宅などへの住み替えに伴う除却や、住宅の 1 階に設置する耐震ベッド・耐

震シェルターの購入・設置の補助事業もあります。詳しくは町ホームページをご確認いただく
か、お問い合わせください。
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⑹特定疾患医療受給者証の交付を受けている難病患
者、小児慢性特定疾患医療受給児が属する世帯

⑺前述の６項目に準じる状態で、町長または自治会
などが必要と認める世帯

●費用負担
原則、個人負担はありません。
ただし、取り付け金具などの費用が 1,000 円を超過

した場合、超過分は個人負担となります。
●申し込み
・受付期間／令和 8 年（2026 年）2 月 27 日（金）まで
・受付場所／総務課（吉備庁舎）・やすらぎ福祉課（金

屋庁舎）・清水行政局総務政策室
※役場開庁日時に伴う。
※期間中であっても予算上限に達し次第、締め切り

ます。

家具を凶器にさせないために
「家具転倒等防止対策支援事業」 問総務課（吉備庁舎）

危険なブロック塀等の撤去費用を補助 問建設課（吉備庁舎）

危険なブロック塀等の倒壊による避難路の寸断を防ぐ
ため、当該ブロック塀等の撤去費用の一部を補助します。

●補助対象となるブロック塀等
・道路等に面しているものまたはブロック塀等の高さが

道路等の境界線までの水平距離を超えるもの
・ブロック塀等の高さが道路面から 60㎝以上であるもの
・点検表の点検項目の内容に適合しない項目が 1 つ以上

あること
・公共補償費の対象となっていないもの
・当該ブロック塀等について関連または重複する補助金

等の適用がないもの
※「ブロック塀等」とは、コンクリートブロック塀、石塀、

レンガ塀、土塀その他これらに類する塀をいいます。
※「道路等」とは、国・県・町が管理する道路（里道を

含む）、その他公衆の用に供する道路をいいます。
※民地同士の境界にあるブロック塀等は、補助対象外で

す。
●補助対象事業／次のいずれかに該当する工事
・補助対象となるブロック塀等の全部を撤去する工事
・補助対象となるブロック塀等の一部を撤去し、撤去後

の高さが 60㎝未満とする工事
※補助対象となるブロック塀等が幅員 4m 未満の道路等

に面している場合は、当該ブロック塀等の全部を撤去
する工事のみが対象となる場合があります。

●補助金額
・ブロック塀等の撤去に要する費用または町が定め

る標準工事費のうちいずれか低い金額の 3 分の 2
（上限 10 万円）
●補助対象者／次のいずれかに該当する者
・補助対象となるブロック塀等の所有者（地縁団体

以外の法人を除く。以下同じ。）
・補助対象となるブロック塀等の所有者から当該ブ

ロック塀等の撤去工事について承諾を得た（以下、
「所有者から承諾を得た」という。）土地の所有者

・所有者から承諾を得た補助対象となるブロック塀
等の管理者

・所有者から承諾を得た親族関係にある者
・所有者から承諾を得た当該地域の自治会または自

主防災組織
●申し込み方法／申請書に必要事項を記入の上、お

申し込みください。
●申請書の配布・受付場所／建設課（吉備庁舎）
※申請書は、町ホームページからも取得できます。
●受付期間／ 5 月 7 日（水）～ 12 月 19 日（金）
※役場開庁日時に伴う。
※その他諸条件があります。詳しくはお問い合わせ

ください。
※期間中であっても予算上限に達し次第、締め切り

ます。
※着手後の申請は受け付けません。

地震による負傷者の約 3 割から 5 割が家具の転倒など
によるものです。町では、家具の転倒などによる被害の
防止と軽減を図るため、家具固定を支援しています。

●事業内容
対象1世帯あたり家具3台まで家具固定を行います（事

業はシルバー人材センターに委託）。
●対象者／次の２項目に該当する方
①町内在住で、町の住民基本台帳に登録されている方
②次のいずれかに該当する世帯

⑴ 65 歳以上の人だけで構成されている世帯
⑵要介護３以上の判定を受けている人が属する世帯
⑶障害者手帳を有する人で、障害の程度が１級または

２級の人が属する世帯
⑷療育手帳を有する人で、障害の程度が A 判定の人

が属する世帯
⑸精神障害者保健福祉手帳１級の交付を受けている人

が属する世帯
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固定資産税 15億2,328万円（＋0.5%）

町民税 11億9,619万円（＋1.5%）

たばこ税 1億9,528万円（▲2.3%）

軽自動車税
1億3,383万円（▲1.5%）

入湯税 750万円（▲40.5%）

繰入金
21億9,128万円（▲0.2%）

ふるさと応援寄附金
10億円（0.0%）

使用料等※1

7億4,392万円（＋44.0%）

地方交付税
62億5,000万円
（0.0%）

歳入

国庫支出金
15億9,811万円
（＋14.9%）

県支出金
14億4,426万円
（＋15.8%）

地方債
15億2,310万円
（＋23.6%）

地方譲与税等※2

9億9,582万円（＋2.6%）

自主財源
37.2％

依存財源
62.8％

予
  

算
※１　使用料、手数料、分担金、負担金、財産収入、寄附金（ふるさと応援寄附金除く）、繰越金、諸収入の計
※２　地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消費税交付金、
　　　ゴルフ場利用税交付金、環境性能割交付金、地方特例交付金、交通安全対策交付金の計
※ 3　（　）は前年度比
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一般会計　町民一人当たりでは？
一人当たりの町税負担額（見込み額）　　
　　　　　　　　　　12 万 2,665 円
一人当たりに使われるお金（見込み額）　
　　　　　　　　　　75 万 4,699 円
※令和 7年（2025 年）1月 31 日現在の人口（2万 4,914 人）で計算しています。

令和 6年度�（2024 年度）�末見込み 令和 7年度�（2025 年度）�末見込み 増減
一 般 会 計 132 億 4,178 万円 129 億 4,836 万円 -2 億 9,342 万円
水 道 事 業 会 計 4億 4,375 万円 11 億 6,381 万円 7億 2,006 万円
簡 易 水 道 事 業 会 計 15億 1,744 万円 15 億 1,296 万円 -449 万円
下 水 道 事 業 会 計 86億 4,124 万円 79 億 3,038 万円 -7 億 1,086 万円
合 計 238 億 4,421 万円 235 億 5,551 万円 -2 億 8,869 万円

各会計�　地方債残高

町民一人当たりの地方債残高 51万 9,722 円　
※令和 7年（2025 年）1月 31 日現在の人口（2万 4,914 人）で計算しています。

―  用語解説  ―
●自主財源／町税や使用料および手数料、財産収入など、町自らが徴収する収入で、歳入総額に占める割合が高いほど財政の自
主性と安定性が高いといえます。
●依存財源／国や県から自治体に交付される金額や割り当てられる収入で、国・県支出金、地方交付税、各種交付金、地方債な
どが該当します。
●義務的経費／任意に削減できない極めて硬直性が強い経費。職員の給与などの人件費・地方債の元利償還金などの公債費・扶
助費から構成されています。
●投資的経費／道路、橋りょうの整備や学校などの施設建設など社会資本整備に必要な経費。普通建設事業費、災害復旧事業費
から構成されています。

3,688 円 9 万 3,540 円 22 万 8,821 円 6 万 2,519 円

3 万 9,239 円 9,669 円 7 万 4,612 円 5 万 6,409 円 6 万 8,706 円 7 万 6,313 円 4 万 1,182 円

188 億257万円
前年度比5.4％増（令和６ 年度 178億4,500万円）

議会費

商工費 公債費教育費消防費土木費

衛生費総務費 民生費

農林水産業費 その他
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歳出

民生費
57億84万円

総務費
23億3,045万円

公債費
19億126万円

衛生費
15億5,760万円

土木費
18億5,889万円

教育費
17億1,175万円

諸支出金
6億3,842万円

農林水産業費
9億7,760万円

消防費
14億538万円

商工費
2億4,090万円

その他 1億5,322万円

災害復旧費
3億2,626万円

補助費等
27億792万円
（▲5.3%） 普通建設事業費

26億8,526万円
（＋28.2%）

扶助費
17億5,067万円
（＋16.2%）

公債費
19億126万円
（▲5.0%）

人件費
33億9,323万円
（＋7.6%）

物件費
33億2,356万円
（＋23.0%）

繰出金
13億919万円
（▲2.1%）

積立金
6億3,842万円（▲44.4%）

投資及び出資金
5億2,084万円（＋10.3%） 維持補修費　1億9,596万円（＋3.9%）

予備費　5,000万円（0.0%）

その他経費
46.5％

義務的経費
37.5％

投資的
経費
16.0％

災害復旧費 3億2,626万円（▲1.5%）

性質別内訳

目的別内訳

※（　）は前年度比

公営企業会計予算

主な特別会計予算

水道事業
【収益的】 【資本的】

収入 5億　982 万円 収入 7億 6,520 万円
支出 4億 7,178 万円 支出 8億 1,774 万円

簡易水道事業
【収益的】 【資本的】

収入 4億 8,949 万円 収入 2億 8,181 万円
支出 4億 8,949 万円 支出 3億 7,662 万円

下水道事業
【収益的】 【資本的】

収入 10億　744 万円 収入 5億 2,372 万円
支出 10 億　271 万円 支出 8億 6,128 万円

・  入湯税については、環境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設およ
び消防施設その他消防活動に必要な施設の整備ならびに観光の
振興に要する費用に充てる目的税であることから、観光振興基
金へ積み立てます。

・ 地方消費税交付金の社会保障財源化分については、老人福祉費、
障害者福祉費、児童福祉総務費および児童措置費へ充当します。

目的税等の使途の明確化

歳 入
自主財源である町税が 30 億 5,608 万円（前年度比 +0.4％）

に増加していますが、地方交付税 62 億 5,000 万円や国県支出
金 30 億 4,237 万円など依存財源が 118 億 1,129 万円と全体の
62.8％を占めており、財源の多くを国や県に頼らなければな
らない状況になっています。

歳 出
目的別内訳をみると、民生費の歳出に占める割合が最も高

く全体の 30.3％となっています。また、性質別内訳をみると、
義務的経費である公債費が減少した一方、金屋第一こども園
や御霊学童保育施設の整備など、子育て支援施策の推進のた
めの投資的経費が増加しています。

主な事業および新規事業
●公共ライドシェア運行事業／企画調整課
　公共交通機関を利用しにくい交通空白地域を解消し、交通

弱者の移動手段の確保を図ります。
●妊産婦支援事業／健康推進課
　出産後間もないお母さんの支援のため、産婦健康診査の公

費負担を開始します。
●金屋第一こども園施設整備事業／こども教育課
　建て替えにより、０歳児の受入開始と全体の定員増を行い

ます。
●御霊学童保育施設整備事業／こども教育課
　御霊地区の保育ニーズの高まりにより、新施設の増設を行

います。
●大阪・関西万博事業／産業課・商工観光課
　４月開幕の「大阪・関西万博」にて、地域産品の PR や町

の魅力を発信します。
●住宅耐震改修事業補助金／建設課
　住宅耐震改修工事の補助金額を引き上げ、住宅の耐震化の

推進を図ります。
●指令共同施設整備事業／消防本部
　高機能指令システムおよび無線設備を整備し、湯浅広川消

防組合との指令業務共同運用を開始します。

特定の事業を行うために、一般会計と
は別に独立して経理が行われる会計

地方公営企業法の適用を受けその事
業収入により経営される会計

国民健康保険事業 36億 836 万円
後期高齢者医療 8億 6,149 万円
介護保険事業 32 億 1,836 万円
特別養護老人ホーム等事業 12万円
かなや明恵峡温泉 4,324 万円

一般会計当初予算 188 億257万円
前年度比5.4％増（令和６ 年度 178億4,500万円）
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高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより 問長寿支援課（金屋庁舎）

有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

食べることは人生の楽しみの一つです。普段の生活で、足腰の痛みや体の調子を気に掛ける方は多いと思
いますが、食べる機能はあまり意識されていないのではないでしょうか。おいしいご飯を食べるためには、
この機能がとても大切です。食べる仕組みや誤

ご え ん

嚥性肺炎のことを知り、人生 100 年、おいしいものを食べて
健康で長生きしましょう。

健康づくり講演会のお知らせ
「食べる楽しみ　生きる幸せ！　～誤

ご え ん
嚥性肺炎を知って健康に～」

おたっしゃさ～ん！
～これからも現役！いつまでも現役！～ 井 義雄　さん（92 歳）

井さんは、生まれ育った地域で元気に生活されて
います。食事は、娘さんが持ってきてくれたり、毎週
来てくれる移動販売で買い物をしたりしています。健
康のために、野菜をしっかり食べるよう意識している
そうです。
「やっぱり外へ出て人と出会って話さんと！」と地

域の体操やサロンに積極的に参加し、道でばったり
会った人にも「久しぶり！変わりない？」とあいさつ
をするように心掛けているそうです。

今は左の写真のシニアカーで外出することもありま
すが、できるだけ歩くように心掛けており、1 日の目
標は 2,000 歩です。「これからも外へ出て人と話すこ
とを意識し、いつまでも健康に 8 人のひ孫たちの成長
を見守りたい」と笑顔で話してくれました。

※「おたっしゃさ～ん」募集中！自薦他薦は問いません。ご連絡お待ちしています！

●日時／ 5 月 29 日（木）　13:30 ～ 15:00
●場所／金屋文化保健センター 文化ホール
●講師／三谷 剛洋先生（済生会有田病院 言語聴覚士）
●持ち物／飲み物（水・お茶）・フェイスタオル
●申し込み／地域包括支援センター（☎22-4502 ファクス32-9761）へ予約
●定員／ 50 人（有田川町に住民登録されている方対象）
●内容／嚥

え ん げ

下体操指導・口腔機能がアップする粗品の配布あり
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ま
た
、
未
病
の
状
態
だ
と
気
づ
い
た
と

き
は
、
ま
ず
は
自
分
の
体
調
や
生
活
習
慣

に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
今
ま
で
意

識
せ
ず
に
繰
り
返
し
て
い
た
日
常
生
活
の

中
に
原
因
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
未

病
の
段
階
で
食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活
習

慣
を
見
直
せ
ば
、
病
気
に
な
っ
て
か
ら
見

直
す
よ
り
も
、
健
康
な
状
態
へ
と
早
期
回

復
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
人
が
、
治
療
や
生
活
習

慣
改
善
を
心
掛
け
る
こ
と
は
大
切
で
す

が
、
未
病
の
人
も
自
分
自
身
の
健
康
状
態

に
意
識
を
向
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
未
病
改
善
の
取
り
組
み
を
し
ま
し
ょ
う

全
て
の
世
代
が
未
病
の
段
階
で
、
体
と

心
の
小
さ
な
変
化
に
気
づ
き
、
無
理
の
な

い
範
囲
で
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
未
病
ケ
ア
は
、
未
来
の
健
康
を

守
る
第
一
歩
で
す
。
未
病
へ
の
対
策
で
病

気
を
予
防
し
、発
症
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
、

日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
期
間
を
で
き
る

だ
け
短
く
し
、″
健
康
寿
命
（
健
康
に
過

ご
せ
て
い
る
期
間
）〟
を
延
ば
す
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

 

未
病（
M
E
‐
B
Y
O
U
）と
は
？

未
病
と
は「
健
康
で
も
病
気
で
も
な
く
、

健
康
と
病
気
の
間
に
あ
る
状
態
」
を
い
い

ま
す
。「
だ
る
い
」「
疲
れ
や
す
い
」「
冷

え
る
」
と
い
っ
た
不
調
も
未
病
と
言
え
る

の
で
、
思
い
当
た
る
と
い
う
方
も
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
未
病
は
、
自
覚

症
状
は
な
く
て
も
検
査
で
異
常
が
あ
る
場

合
と
、
自
覚
症
状
が
あ
っ
て
も
検
査
で
は

異
常
が
な
い
場
合
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

病
気
を
予
防
し
、
病
気
に
な
り
に
く
い

心
身
を
つ
く
り
、
健
康
を
維
持
す
る
と
い

う
意
味
で
「
未
病
」
は
大
切
な
キ
ー
ワ
ー

ド
で
す
。

●
年
に
一
度
、
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

未
病
は
、
健
康
な
状
態
と
病
気
の
間
で

少
し
ず
つ
体
調
が
変
化
す
る
た
め
、
自
分

で
は
心
身
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ
か
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
特
に
健
診
は
検
査
数
値
の

変
化
で
分
か
る
た
め
に
、
自
覚
症
状
が
な

い
未
病
を
発
見
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

年
に
一
度
、
健
診
を
受
診
し
、
結
果
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

健康みちしるべ

始
め
よ
う
未み

び
ょ
う病（
M
E
‐
B
Y
O
U
）対
策

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

一
人
一
人
が
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な

が
る
大
切
な
「
未
病
対
策
」
を
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

 

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

体
や
心
の
「
な
ん
と
な
く
の
不
調
」
は

な
い
で
す
か
。

●
体
の
状
態

・
疲
れ
が
取
れ
な
い

・
体
が
重
く
感
じ
る
こ
と
が
多
い

・
肌
や
髪
の
調
子
が
悪
い

●
心
の
状
態

・
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す
い

・
い
ら
い
ら
や
不
安
感
が
続
い
て
い
る

・
や
る
気
や
集
中
力
が
落
ち
て
い
る

 

対
策

●
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

一
日
3
食
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。「
一

汁
三
菜
」
の
和
食
が
理
想
的
で
す
。
そ
の

他
に
も
牛
乳
や
乳
製
品
・
果
物
も
適
度
に

取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

●
適
度
な
運
動
習
慣

筋
肉
や
骨
の
強
化
、
肥
満
予
防
、
糖
尿

病
や
高
血
圧
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
の
改

善
に
も
有
効
で
す
。

●
良
質
な
睡
眠

運
動
と
同
じ
よ
う
に
就
寝
の
２
～
3
時

間
前
の
入
浴
は
深
い
睡
眠
を
得
ら
れ
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。
38
度
の
ぬ
る
ま
湯
で
は

25
～
30
分
、
42
度
の
熱
め
の
お
湯
で
は
5

分
程
度
、
ま
た
は
約
40
度
の
お
湯
で
20
～

30
分
の
半
身
浴
が
お
す
す
め
で
す
。

●
積
極
的
な
社
会
参
加

趣
味
や
サ
ー
ク
ル
に
参
加
す
る
な
ど
、

人
と
の
交
流
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。
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　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和7年（2025年）3月）

加入者数 6,523 人

支払額 2 億 9,508 万円

1 人当たりの医療費
4 万 5,237 円

（前年同月 4 万 6,350 円）

令和 5 年度（2023 年度）
1 人当たりの医療費

4 万 1,634 円／月

49 万 9,608 円／年

集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

6 月 8 日（日）　申込期限： 5 月 8 日（木）
8:00 ～ 9:20　きびドーム

　特定・胃・大腸・胸部・乳房・子宮
6 月 15 日（日）　申込期限： 5 月 15 日（木）

8:00 ～ 9:00　清水保健センター
　特定・胃・大腸・胸部・乳房・子宮

6 月 18 日（水）　申込期限： 5 月 19 日（月）
8:00 ～ 9:20　金屋文化保健センター

　特定・胃・大腸・胸部・乳房
7 月 10 日（木）　申込期限： 6 月 10 日（火）

8:00 ～ 9:00　清水保健センター
　特定・胃・大腸・胸部・乳房

7 月 13 日（日）　申込期限： 6 月 13 日（金）
8:00 ～ 9:20　きびドーム

　特定・胃・大腸・胸部・乳房
7 月 26 日（土）　申込期限： 6 月 26 日（木）

8:00 ～ 9:20　金屋文化保健センター
　特定・胃・大腸・胸部・乳房

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

5 月 1 日（木）、6 月 5 日（木）
■場所／きび保健福祉センター

健康フェア 健康推進課（金屋庁舎）

5 月 7 日（水）　金屋文化保健センター
・一般健康相談
・骨密度測定
・運動教室「マイナス 5 歳の美しい姿勢と歩き方」
・栄養講座「骨づくりのための食事」
6 月 4 日（水）　金屋文化保健センター
・一般健康相談
・歯周病を予防しよう！
・運動教室「簡単健康エクササイズ」
・栄養講座「血糖コントロールのコツ」

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

■場所／金屋文化保健センター　■時間／9:00～11:00
5 月 1 日（木）、5 月 15 日（木）、6 月 5 日（木）、

　6 月 19 日（木）
■場所／高齢者福祉センター　　■時間／ 9:30 ～ 10:30

5 月 21 日（水）　　申込期限： 5 月 14 日（水）
■場所／清水保健センター　　　■時間／ 9:30 ～ 10:30

6 月 9 日（月）　　申込期限： 6 月 2 日（月）

●清水保健センターと高齢者福祉セン
ター開催分については、事前の予約
が必要です。右の二次元コードから
お申し込みください。

 

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和 7 年（2025 年）1 月生まれ］
　5 月 27 日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和 6 年（2024 年）6 月生まれ］
　5 月 20 日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和 5 年（2023 年）9 月生まれ］
　5 月 21 日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［令和 5 年（2023 年）2 月生まれ］
　5 月 28 日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診［令和 3 年（2021 年）10 月生まれ］
　5 月 13 日（火）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

おとな こども
健康 応援 スケジュール

実施時間
9:00～
11:00

実施時間
19:30～
20:30
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消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
急
車
両

は
、
消
火
活
動
や
傷
病
者
の
搬
送
な
ど
緊

急
の
業
務
を
行
う
た
め
、
道
路
交
通
法
に

よ
っ
て
特
例
が
付
与
さ
れ
て
お
り
、
追
い

越
し
禁
止
場
所
で
の
他
の
車
両
の
追
い
越

し
、
赤
信
号
で
の
停
止
義
務
な
ど
が
免
除

さ
れ
て
い
ま
す
。
緊
急
車
両
が
安
全
に
走

行
し
、
一
刻
も
早
く
災
害
現
場
や
病
院
に

到
着
す
る
た
め
に
は
、
一
般
車
両
の
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

助
け
を
求
め
る
方
の
大
切
な
命
や
財
産

を
守
る
た
め
、
緊
急
車
両
が
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
て
走
行
し
て
き
た
場
合
は
、
慌
て

ず
に
進
路
を
譲
っ
て
い
た
だ
き
、
ス
ム
ー

ズ
な
緊
急
走
行
が
行
え
る
よ
う
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

風
水
害
へ
の
備
え

台
風
や
豪
雨
は
、
正
確
な
気
象
情
報
を

収
集
し
、
予
想
さ
れ
る
事
態
に
対
す
る
対

策
を
取
る
こ
と
で
被
害
を
軽
減
で
き
ま

す
。
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
、
事
前

に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
雨
戸
や
屋
根
を
補
強
す
る
。

・ 

側
溝
や
排
水
溝
を
清
掃
し
、
水
の
流
れ

を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
。

・
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
、
予
備
の
電

池
を
準
備
し
て
お
く
。

・
断
水
に
備
え
、飲
料
水
を
準
備
し
て
お
く
。

・ 

避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
た
時
に
す
ぐ
避

難
で
き
る
よ
う
に
、
非
常
用
持
ち
出
し

用
品
を
準
備
す
る
。

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に

消
防
で
は
１
１
９
番
通
報
を
受
け
た

際
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
通

報
者
や
周
り
に
居
合
わ
せ
た
人
に
対
し
、

応
急
手
当
の
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
協
力
し
て
い
た
だ
く
内
容
は

主
に
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

●
胸
骨
圧
迫
／
呼
び
か
け
て
も
反
応
が
な

く
、
呼
吸
を
し
て
い
な
い
、
し
て
い
る

か
分
か
ら
な
い
と
き
に
胸
の
真
ん
中
を

強
く
早
く
絶
え
間
な
く
押
し
続
け
る
。

●
異
物
除
去
／
喉
に
物
を
詰
ま
ら
せ
て
し

ま
い
、
呼
吸
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
人
の
肩
甲
骨
の
間
を
強
く
連
続

で
叩
く
。

●
直
接
圧
迫
止
血
／
け
が
な
ど
に
よ
り
出

血
が
止
ま
ら
な
い
と
き
に
、
出
血
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
清
潔
な
タ
オ
ル
な
ど
で

強
く
押
さ
え
る
。

●
冷
却
手
当
／
や
け
ど
し
た
部
位
を
水
道

の
流
水
な
ど
で
冷
や
す
。

火
災　
…　
5
件

救
急　
…　
3
5
4
件

救
助　
…　
1
0
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）

3
月
末
現
在
の
出
動
件
数

令
和
７
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　
「
急
ぐ
日
も　
足
止
め
火
を
止
め　
準
備
よ
し
」

消
防
だ
よ
り

緊
急
自
動
車
の
通
行
に

ご
協
力
を
！

病院の案内
　「救急車を利用するほどではないけど、受診できる病院がわからない」
という方に、受診可能な医療機関を案内しています。

●和歌山医療情報ネット
　スマートフォンやパソコンなどで「わかやま医療情報ネット」と検索する。

●救急医療情報センター　☎ 073-426-1199（24 時間対応）

●こども救急相談ダイヤル（平日19時～翌朝9時、土日祝9時～翌朝9時）
　�☎♯8000（プッシュ回線・携帯電話）　☎073-431-8000（ダイヤル回線・IP電話）
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局　
建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

不
要
に
な
っ
た
家
庭
用
電
化
製
品
や
自

転
車
な
ど
の
粗
大
ご
み
収
集
を
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。
集
め
る
場
所
に
つ
い
て

は
各
地
区
の
回
覧
物
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

指
定
さ
れ
た
日
時
や
場
所
を
守
り
、
区

役
員
の
指
示
に
従
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
吉
備
地
域

・
御
霊
地
域
／
5
月
19
日
（
月
）

・
藤
並
地
域
／
5
月
21
日
（
水
）

・
田
殿
地
域
／
5
月
23
日
（
金
）

●
金
屋
地
域

・
石
垣
・
生
石
地
域
／
6
月
2
日
（
月
）

・
五
西
月
地
域
／
6
月
4
日
（
水
）

・
鳥
屋
城
・
岩
倉
地
域
／
6
月
6
日
（
金
）

※
い
ず
れ
の
地
域
も
時
間
は
7
時
～
9
時

で
す
。

※
清
水
地
域
は
10
月
ご
ろ
実
施
予
定
。

〇

 

出
し
て
も
良
い
も
の

ベ
ビ
ー
カ
ー
・
楽
器
類
・
ス
ポ
ー
ツ
用

品
・
健
康
器
具
・
自
転
車
・
椅
子
・
テ
ー

ブ
ル
・
ベ
ッ
ド
・
ガ
ス
こ
ん
ろ
・
石
油
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
・
電
気
こ
た
つ
・
音
響
機
器
・

照
明
器
具
・
幼
児
用
大
型
玩
具
・
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
４
品
目
以
外
の
家
電
製
品
な
ど

※
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
も
の
で
、

出
し
て
は
い
け
な
い
も
の
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く
。

×

 

出
し
て
は
い
け
な
い
も
の

●
大
き
す
ぎ
る
も
の
／
一
辺
2
ｍ
を
超
え

る
も
の
・
縦
横
高
さ
の
合
計
が
3
ｍ
を

超
え
る
も
の
・
大
型
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
機

な
ど
大
人
2
人
で
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い
も
の

●
畳
・
布
団
・
マ
ッ
ト
レ
ス

※
処
分
し
た
い
場
合
は
、
直
接
環
境
セ
ン

タ
ー
へ
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
処
理
能
力
の
都
合
上
、
枚
数
制
限

が
あ
り
ま
す
。

●
営
業
用
・
事
業
用
の
物
品
／
農
林
業
関

連
資
材
（
ホ
ー
ス
・
タ
ン
ク
・
噴
霧
器
・

パ
レ
ッ
ト
）
な
ど

●
自
動
車
・
自
動
二
輪
車
お
よ
び
そ
の
部

品
／
タ
イ
ヤ
・
ホ
イ
ー
ル
・
バ
ッ
テ

リ
ー
・
ス
ポ
イ
ラ
ー
な
ど

●
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
指
定
４
品
目
／
テ

レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
・
液
晶
・
プ
ラ
ズ

マ
式
な
ど
）・
冷
蔵
（
冷
凍
）
庫
・
洗

濯
機
お
よ
び
衣
類
乾
燥
機
・
エ
ア
コ
ン

（
室
外
機
を
含
む
）

●
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
付
き
パ
ソ
コ
ン

●
危
険
な
も
の
・
専
門
業
者
以
外
で
処
理

で
き
な
い
も
の
／
消
火
器
・
ガ
ス
ボ
ン

ベ
・
草
刈
機
・
エ
ン
ジ
ン
類
・
ワ
イ
ヤ
ー
・

が
れ
き
類
・
F
R
P
・
塩
ビ
管
・
針
金
・

網
・
石
こ
う
ボ
ー
ド
・
建
築
廃
材
・
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
養
生
シ
ー
ト

な
ど

一
般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
・
処
分
業
者

町
が
収
集
す
る
の
は
家
庭
ご
み
（
一
般

廃
棄
物
）
だ
け
で
す
。
農
業
や
店
舗
・
事

業
所
か
ら
出
る
ご
み
（
事
業
系
一
般
廃
棄

物
）
は
事
業
者
が
直
接
環
境
セ
ン
タ
ー
に

持
ち
込
む
か
、
許
可
業
者
に
収
集
運
搬
や

処
分
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
有
田
川
町

の
許
可
業
者
は
下
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

粗
大
ご
み
の
特
別
収
集

事業所名 電話番号 住所
株式会社�古勝 ☎ 52-2002 天満 38 番地

株式会社�アメニティー�岡本 ☎ 52-3537 徳田 180 番地 2

曽和�勇次 ☎ 20-1209 徳田 885 番地 1

株式会社�有田リサイクルサービス ☎ 52-6048 徳田 1693 番地 1

雄紀産業�中�紀雄 ☎ 32-4998 中井原 199 番地 9

内田�芳弘 ☎ 25-1332 清水 943 番地

株式会社�武内商店 ☎ 52-2123 明王寺 97 番地 11

株式会社�武内運輸 ☎ 52-3354 奥 302 番地 1

●一般廃棄物処分業（ごみ）許可業者 ●一般廃棄物収集運搬業（ごみ）許可業者

  

家
庭
か
ら
出
る

  

燃
え
る
ご
み
の
収
集
量

　
令
和
7
年
（
2
0
2
5
年
）
2
月

約
2
3
4
ト
ン

前
月
か
ら
約
69
ト
ン
の
減
少

事業所名 電話番号 住所

株式会社�古勝 ☎ 52-2002 天満 38 番地

株式会社�武内商店 ☎ 52-2123 明王寺 97番地 11

株式会社
有田リサイクルサービス ☎ 52-6048 徳田 1693 番地 1

※許可業者によって、扱うことのできるものが異なります。
詳しくは、各許可業者へお問い合せください。
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問こども教育課（金屋庁舎）
小学校 ・中学校卒業式

3 月 7 日（金）に中学校で、3 月 14 日（金）に小学校で卒業証書授与式が行われました。
令和 6 年度（2024 年度）の有田川町の卒業生は小学校 219 人、中学校 233 人でした。卒業生たちは大きな

期待を胸に新たな一歩を踏み出しました。卒業生の皆さまのこれからのご活躍を心よりお祈りしています。

小学校

中学校

御霊小学校 田殿小学校

石垣小学校 鳥屋城小学校

小川小学校 八幡小学校

八幡中学校 石垣中学校金屋中学校
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原画展
関根知未絵本原画展
ピーナとナッツの

「むしむしゆうえんち」
　期間／ 5月 30 日（金）まで
　時間／ 12:00 ～ 16:00
　場所／ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）

図書館だより

おひざでだっこのおはなし会  ※申し込み不要
日時／ 5月 13 日（火）10:15 ～ 11:15
場所／金屋図書館
対象／ 4カ月～ 2歳児　

おはなし会
①日程／ 5月 11 日（日）・18 日（日）
時間／ 14:00 ～ 14:30
場所／ポッポ絵本館

②日程／ 5月 10 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／金屋図書館

■一般書
ぽっちゃりさんがもっとかわいく見える服　
………………………………………… 月居良子／著
パンどろぼう�いとしのステッチ＆てづくりこもの
…………………………………… 柴田ケイコ／原作
リペアラー　………………………… 大沢在昌／著
A�DAY�IN�YOUR�LIFE　�…………… 小路幸也／著
おぼろ迷宮　………………………… 月村了衛／著
月とアマリリス　………………… 町田そのこ／著
潮音�第 2巻　� ………………………… 宮本輝／著
■児童書
モンスター・ホテルでおにごっこ　
………………………… 柏葉幸子／作　高畠純／絵
ふしぎながっちゃん�ゆめをかなるカプセル
………………… 斉藤洋／作　ふじはらむつみ／絵
おたすけてんぐベンベン　… 長谷川義史／作・絵
写真で読み解く都道府県別方言大辞典　
…………………………………… 大西拓一郎／監修

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730
火～金：10:00~19:00　土・日・祝日：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：12:00~16:00��月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月・祝日休館

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・木・祝日休館

※掲載しているイベントについて、諸般の事情により中止また
は実施内容が変更される場合があります。最新の情報は、町
ホームページをご覧いただくか、直接図書施設にお問い合わ
せください。

全館臨時休館日／ 5月 15 日（木）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図
書室に設置）をご利用ください。

ブックラザ
「とびだせ！カエルをつくろう」※申し込み不要

　日時／ 5月 22 日（木）10:30 ～（約 60 分）
場所／金屋図書館�
対象／ 2歳～未就園児
定員／先着 15組

関根知未さんのおはなしをきいて
むしむしゆうえんちであそぼう！
日時／ 5月 25 日（日）10:10 ～
場所／地域交流センター（ALEC）研修室
対象／ 3歳～小学校低学年
定員／ 30人程度
※定員を超える場合は抽選となります。
申込期間／ 5月 1日（木）～ 5月 17 日（土）
申し込み方法／右の二次元コ
ードまたは電話（☎ 52-4730）
でお申し込みください。

イベント

今月のイベント

新着図書案内
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考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

総務課（吉備庁舎）
電話　　　22-3291
ファクス　52-3210

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）
☎�0570‐003‐110

女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）
☎�0570-070-810

こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）
☎�0120-007-110

『
人
権
機
関
有
田
川
』
で
は
、
年
間
を

通
し
て「
委
員
研
修
」や「
人
権
映
画
会
」、

「
人
権
講
演
会
」
を
開
催
し
、
毎
回
多
く

の
方
に
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
参

加
者
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
「
大
変
良

か
っ
た
」「
次
回
も
参
加
し
た
い
」
と
い

う
お
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
年
間
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
事
業
を
考

え
、
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
だ
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方
も
、
ぜ
ひ

一
度
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
一
年
間
『
人
権
機
関
有
田
川
』
に

関
わ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
の
「
人

権
」
に
関
す
る
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。私
自
身
、「
人

権
」
の
本
当
の
意
味
は
ま
だ
分
か
っ
て
い

な
い
と
思
う
の
で
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

の
活
動
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
自
身
の
「
人
権
」

を
侵
さ
れ
て
い
る
人
は
、
今
も
た
く
さ
ん

お
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
方
々
が
誰
に
も
侵

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
人
権
」
を
取
り
戻

す
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
。
ど
ん
な

社
会
に
し
て
い
け
ば
良
い
の
か
。
そ
の
ヒ

人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
知
で
す
か
。
６

月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ

た
日
で
す
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人

権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
の
日
を

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
特
設

人
権
相
談
所
の
開
設
や
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ま
に
人
権
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

・
日
時
／
５
月
30
日
（
金
）
13
時
～
16
時

・
場
所
／
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
金

屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
、
清
水
会
館

・
内
容
／
い
じ
め
、
差
別
、
虐
待
、
セ
ク

ハ
ラ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
誹
謗

中
傷
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
で
生
じ
る

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談

に
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

人
権
機
関
有
田
川
理
事
に
な
っ
て

ン
ト
を
模
索
し
、
少
し
で
も
そ
う
い
う

方
々
が
減
っ
て
い
く
活
動
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
人
権
機
関
有
田
川
』
は
私
た
ち
理
事
・

委
員
の
た
め
だ
け
の
組
織
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
町
民
皆
さ
ま
の
た
め
の
組
織
で
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
や
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。
今
一
度
、
町
民
み
ん
な
で

「
人
権
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

人
権
機
関
有
田
川
理
事　

宮
地　

裕
司

6
月
1
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

人権だより
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まちのデータ
（令和 7年（2025 年）3月末日現在）

人口 2万 4,831 人
男 1万 1,770 人
女 1万 3,061 人

1 万 640 世帯

交通事故発生件数
（3月中、物損含む）

有田川町 51 件
死者 0人　負傷 4人

有田湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎
��52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育 て 支 援 セ ン タ ー 52 − 5474
有 田 川 町 少 年 セン ター 52 − 8744

相 

談

◆
◆
◆

5
月
の
行
政
相
談

●
5
月
29
日
（
木
）

・
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

13
時
30
分

～
16
時

問

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

年 

金

◆
◆
◆

離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度

ご
存
じ
で
す
か

「
離
婚
時
年
金
分
割
制
度
」
と
は
、
離

婚
を
し
た
場
合
に
2
人
の
婚
姻
期
間
中
の

厚
生
年
金
を
分
割
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分

の
年
金
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。
手
続
き
は
離
婚
後
2
年
以
内
に
行
っ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
合
意
分
割
制
度

・
2
人
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、
年
金
を
分

割
で
き
ま
す
。

・
年
金
分
割
の
割
合
は
、
2
人
の
合
意
ま

た
は
裁
判
手
続
き
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

ま
す
。

②
3
号
分
割
制
度

・
国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者
（
厚
生
年

金
保
険
の
被
保
険
者
ま
た
は
共
済
組
合

の
組
合
員
の
被
扶
養
配
偶
者
で
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
方
）
で
あ
っ
た
方
か
ら

の
請
求
に
よ
り
、
年
金
を
分
割
で
き
ま

｝

す
。

・
年
金
分
割
の
割
合
は
、
2
分
の
1
ず
つ

と
な
り
ま
す
。

・
平
成
20
年
（
2
0
0
8
年
）
4
月
以

降
の
第
3
号
被
保
険
者
期
間
中
の
報
酬

額
が
分
割
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
和
歌
山
西
年

金
事
務
所　

☎
０
７
３
‐
４
４
７
‐

１
６
６
０

税 

金

◆
◆
◆

自
動
車
税
の
種
別
割

●
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
種
別
割
の
納
期
限
は
6
月

2
日
（
月
）
で
す
。
納
期
内
納
税
を
お
願

い
し
ま
す
。
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
、
金
融

機
関
な
ど
で
納
期
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
納
税
通
知
書
に
印
字
さ
れ
て
い
る
二

次
元
コ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

で
も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
自
動
車
税
（
環
境
性
能
割
・
種
別
割
）

の
減
免

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
お
持
ち
の
方
が
使
用
す
る
自
動
車
は
、

名
義
や
障
害
の
程
度
な
ど
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り
自
動
車
税

（
環
境
性
能
割
・
種
別
割
）
の
減
免
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

問

紀
中
県
税
事
務
所　

課
税
課

　

☎
0
7
3
7
‐
6
４
‐
1
2
6
0

福 

祉

◆
◆
◆

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

代
わ
り
ま
し
た

中
野
地
区
担
当
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
佐
々
木 

照
代
さ
ん
に
代
わ
り
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
必
要
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
を
は
じ
め

と
し
た
地
域
の
専
門
機
関
へ
と
つ
な
ぐ
パ

イ
プ
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

地
域
の
見
守
り
役
と
し
て
、
定
期
的
な
訪

問
や
、
児
童
の
登
下
校
時
の
見
守
り
活
動

な
ど
を
行
い
、
高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
、

子
ど
も
た
ち
の
安
心
安
全
の
確
保
に
尽
力

し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
法
律
に

基
づ
く
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容
の

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

～
支
え
あ
う

　
　
　

住
み
よ
い
社
会

　
　
　
　
　
　
　

地
域
か
ら
～

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

城 山 出 張 所 23 − 0001
粟 生 連 絡 所 22 − 0351
五 郷 出 張 所 22 − 0254
安 諦 出 張 所 26 − 0001
上 下 水 道 課 52 − 5356
ＡＬＥＣ（ ア レッ ク ） 52 − 4730

お知らせお知らせ
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５
月
12
日
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

有
田
川
町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
97

名
は
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

が
発
表
し
た
「
支
え
あ
う　

住
み
よ
い
社

会　

地
域
か
ら
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
立
場
に
立
っ
て
、
安
全

で
安
心
な
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
多
く
の
機
関
と
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
公
務
員

で
す
。
地
域
の
一
員
と
し
て
住
民
の
相
談

に
応
じ
、
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
行
政
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
専
門

機
関
へ
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
見
守
り
役
と

し
て
、
定
期
的
な
訪
問
や
、
児
童
の
登
下

校
時
の
見
守
り
活
動
な
ど
を
行
い
、
高
齢

者
や
障
害
者
世
帯
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心

安
全
の
確
保
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
う
ち
、
担
当
区
域
を
持
た
ず
、

児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
担

当
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
児
童
福
祉
関
係
機
関
と
の
連

絡
調
整
や
地
域
の
児
童
委
員
と
連
携
し
な

が
ら
、
課
題
を
抱
え
る
子
育
て
家
庭
へ
の

支
援
を
は
じ
め
と
し
た
児
童
健
全
育
成
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
法
律
に

基
づ
く
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容
の

※
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
通
知
は
再
発

行
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
医
療
費
通
知
は
、
税
申
告
の
際
の
医
療

費
控
除
の
申
告
手
続
き
で
「
医
療
費
控

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

医 

療

◆
◆
◆

医
療
費
通
知
の
お
知
ら
せ
時
期

医
療
費
通
知
は
、
国
民
健
康
保
険
の
世

帯
主
宛
に
年
6
回
、
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
宛
に
年
1
回
、
郵
便
は
が
き
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
の
発
送
時
期
、
対

象
と
な
る
診
療
月
に
つ
い
て
は
表
の
と
お

り
で
す
。

除
の
明
細
書
」
の
代
わ
り
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
医
療
費
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自
己

負
担
相
当
額
（
患
者
負
担
額
）
と
、
実

際
に
ご
自
身
が
負
担
さ
れ
た
額
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
医
療
費
控
除
の
申
告
に
関
す
る
こ
と

は
、
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

診療月 お知らせ時期（予定）
国保（年 6回） 後期（年 1回）

1月 5月上旬

翌 2月中旬

2月
3月 7月上旬4月
5月 9月上旬6月
7月 11 月上旬8月
9月 翌 1月上旬10 月
11月 翌 3月上旬12 月

みんなで離乳食について
知っていこう！

●日時／ 5 月 19 日（月）10:00 ～ 11:00
●場所／子育て支援センター
●定員／ 10 組程度
●参加費／無料
●講師／有田川町栄養士
●申し込み／ 5 月 1 日（木）8:30 ～

開設日時など

あそびのひろば
金曜日（5 月 9 日・16 日・23 日・30 日）
※予約制。
　詳細は予定表でご確認ください。

10:00～11:00
14:00～15:00

※実施状況や毎日の予定表などは、町ホームページでお知らせしています。

子育て支援センター　☎ 52-5474（ファクス兼用）

子育て支援センターでは、一時預かり保育を行っています。
詳しくは町ホームページをご覧いただくか
お気軽にお問い合わせください。

「もしもの時」のために登録を
ありだがわ防災・行政ナビ
「ライフビジョンアプリ」をインストー

ルしてください。無料で利用できます。

iOS
（iPhone）

android
（スマートフォン）

お知らせお知らせ
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案 

内

◆
◆
◆

戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮
名
が

追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

令
和
7
年
（
2
0
2
5
年
）
5
月
26
日

に
改
正
戸
籍
法
が
施
行
さ
れ
、
戸
籍
の
記

載
事
項
に
氏
名
の
振
り
仮
名
が
追
加
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
戸
籍
に
記
載
さ
れ

る
予
定
の
振
り
仮
名
に
つ
い
て
は
、
本
籍

地
の
市
区
町
村
長
か
ら
順
次
圧
着
は
が
き

な
ど
で
通
知
さ
れ
る
予
定
で
す
。
有
田
川

町
か
ら
の
通
知
は
8
月
初
旬
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る
振
り

仮
名
が
正
し
い
と
き
は
、
届
け
出
を
し
な

く
て
も
通
知
の
と
お
り
戸
籍
に
記
載
さ
れ

ま
す
。
振
り
仮
名
の
届
け
出
に
手
数
料
は

一
切
か
か
ら
ず
、
罰
則
や
罰
金
も
あ
り
ま

せ
ん
。

振
り
仮
名
の
届
け
出
に
当
た
っ
て
法
務

省
や
市
区
町
村
に
金
銭
を
支
払
う
よ
う
要

求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
詐
欺

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
戸
籍
の
振
り
仮
名

制
度
に
つ
い
て
の
詳
細
は
法
務
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.m
oj.go.jp/

M
IN
JI/furigana/index.htm

l

）
で
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
や
す
ら
ぎ
福

祉
課
（
金
屋
庁
舎
）・
住
民
福
祉
室
（
清

水
行
政
局
）

住
ま
い

◆
◆
◆

有
田
川
町
不
良
空
家
除
却
補
助
金

倒
壊
な
ど
の
恐
れ
の
あ
る
危
険
な
住
宅

な
ど
の
空
き
家
を
除
却
す
る
所
有
者
な
ど

に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
対
象
と
な
る
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
「
不
良
空
家
」
の
認
定
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
認
定
お
よ
び
補

助
金
の
交
付
に
は
諸
条
件
が
あ
る
の
で
、

申
請
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
除
却
工
事
／
原
則
と
し

て
、
敷
地
内
に
あ
る
全
て
の
建
物
・
工

作
物
な
ど
を
除
却
す
る
も
の
で
、
町
内

に
本
店
を
有
す
る
事
業
者
に
請
け
負
わ

せ
る
も
の
。
た
だ
し
、
補
助
金
の
交
付

決
定
前
に
着
手
さ
れ
た
工
事
を
除
く
。

●
補
助
金
の
額
／
対
象
と
な
る
費
用
の
3

分
の
2
（
上
限
50
万
円
）

●
受
付
期
間
／
5
月
7
日
（
水
）
～
12
月

19
日
（
金
）

●
受
付
場
所
／
建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）・

清
水
行
政
局
建
設
環
境
室

※
役
場
開
庁
日
時
に
伴
う
。

※
期
間
中
で
あ
っ
て
も
予
算
上
限
に
達
し

次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

問

建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）

続けてみよう！ 手話でしりとり！「か○○」
手話で「しりとり」していきましょう。皆さんはどんな言葉をつなげますか？ 先月号の答えは

「理科」でした！
今月の答えは次号で発表！

ヒント
おじいさん、おばあさん、お父さん、
お母さん、お兄さん、お姉さん、弟、
妹、みんな合わせて。

胸の前で中指の指先を合わせ
三角の屋根を作り、左手の下
で親指と小指を立てて右手を
半回転させる。

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

お知らせお知らせ
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募 

集

◆
◆
◆

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 
自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
6
月
16
日
（
月
）
ま
で

・
試
験
日
／
【
W
e
b
試
験
】
6
月
26

日
（
木
）
～
29
日
（
日
）【
身
体
検
査
】

7
月
4
日（
金
）【
口
述
】7
月
5
日（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

●
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

・
資
格
／
（
大
卒
程
度
）
22
歳
以
上
26
歳

未
満
の
者
（
院
卒
者
）
20
歳
以
上
28
歳

未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
6
月
6
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
6
月
14
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

●
幹
部
候
補
曹

・
資
格
／
20
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
6
月
6
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
6
月
14
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

●
自
衛
隊
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

・
資
格
／
専
門
大
卒
（
見
込
み
を
含
む
）　

【
歯
科
】
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者
【
薬

剤
科
】
20
歳
以
上
28
歳
未
の
者

・
受
付
期
間
／
6
月
6
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
6
月
14
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

●
自
衛
隊
医
科
・
歯
科
幹
部

・
資
格
／
医
師
免
許
ま
た
は
歯
科
医
師
の

免
許
取
得
者

・
受
付
期
間
／
5
月
22
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
6
月
20
日
（
金
）

・
試
験
会
場
／
受
験
票
交
付
時
通
知

●
キ
ャ
リ
ア
採
用
幹
部

・
資
格
／
大
卒
以
上
の
者
で
応
募
資
格
に

定
め
ら
れ
た
学
科
、
専
攻
学
科
な
ど
を

卒
業
後
、
2
年
以
上
の
業
務
経
験
の
あ

る
者

・
受
付
期
間
／
5
月
16
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
【
陸
上
】
6
月
9
日
（
月
）

【
海
上
】
6
月
13
日
（
金
）【
航
空
】
6

月
10
日
（
火
）
～
12
日
（
木
）
の
い
ず

れ
か
1
日

・
試
験
会
場
／
受
験
票
交
付
時
通
知

●
技
術
曹

・
資
格
／
20
歳
以
上
の
者
で
国
家
免
許
資

格
取
得
者

・
受
付
期
間
／
5
月
16
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
【
陸
上
】
6
月
9
日
（
月
）

【
海
上
】
6
月
16
日
（
月
）【
航
空
】
6

月
10
日
（
火
）
～
12
日
（
木
）
の
い
ず

れ
か
1
日

・
試
験
会
場
／
受
験
票
交
付
時
通
知

●
第
２
回
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

・
資
格
／
18
歳
以
上
52
歳
未
満
の
者

※
既
に
採
用
予
定
者
が
満
た
さ
れ
て
い
る

場
合
、
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
受
付
期
間
／
5
月
24
日
（
土
）
～
9
月

11
日
（
木
）

・
試
験
日
／
【
W
e
b
試
験
】
9
月
23

日
（
火
・
祝
）
～
25
日
（
木
）

・  

試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

●
第
２
回
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）

・
資
格
／
18
歳
以
上
で
保
有
す
る
技
能
に

応
じ
53
～
55
歳
未
満
の
者

※
既
に
採
用
予
定
者
が
満
た
さ
れ
て
い
る

場
合
、
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
受
付
期
間
／
5
月
24
日
（
土
）
～
9
月

11
日
（
木
）

・
試
験
日
／
【
W
e
b
試
験
】
9
月
23

日
（
火
・
祝
）
～
25
日
（
木
）

・
試
験
会
場
／
陸
上
自
衛
隊
伊
丹
駐
屯
地

（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）　

☎
０
７
３
７
‐
８
２

‐
６
６
３
１　

E-m
ail  w

akayam
a.

pco-arita@
rct.gsdf.m

od.go.jp

お知らせお知らせ
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令和 7 年度（2025 年度）　有田川町区長名簿
大字 氏名

天
てんま

満 生駒 博

一
ひとつまつ

ツ松 栗山 治

北
きたすじ

筋 平松 文彦

高
たかせ

瀬 辻 義功

土
はぶ

生 坂井 伸嘉

植
うえの

野 林 久一

奥
おき

兒嶋 秀明

水
みずしり

尻 林 秀樹

熊
くまい

井 山本 芳通

熊
くまい

井なぎの里
さと

竹中 千春

明
みょおうじ

王寺 髙居 和樹

小
おしま

島 藤岡 政典

野
のだ

田 野田 義文

大
おおかはた

賀畑 岡﨑 行男

田
たぐち

口 竹中 幸生

大
おおたに

谷 永廣 善臣

井
いのくち

口 前田 公博

賢
かしこ

森 隆義

田
たずみ

角 中尾 重之

長
ながたに

谷 岩祖 秀幸

船
ふなさか

坂 嶋田 弘哉

出
いで

堀尾 慶彦

尾
おなか

中 勝丸 裕規

角
すみ

森 洋平

長
ながた

田 宅田 潤司

上
かみなかしま

中島 的場 久

庄
しょういち

一 小堀 久夫

大字 氏名

庄
しょうに

二 有本 治

垣
かいぐら

倉 伊藤 正基

畑
はたうら

浦 橋本 美登利

東
ひがしにゅうのず

丹生図 岩﨑 匡展

西
にしにゅうのず

丹生図 川口 博之

吉
よしみ

見 沖野 真彦

下
したとくだ

徳田 東 宏一

上
うえとくだ

徳田 殿井 堯

奥
おくとくだ

徳田 中山 政治

秋
あきば

葉 庄田 卓爾

吉
よしはら

原 木根 敏幸

糸
いとがわ

川 木根 聖一

修
すりがわ

理川 新田 清

宇
ういごけ

井苔 林 敏紀

松
まつばら

原 増谷 憲

歓
かんぎじ

喜寺 林 健治

伏
ぶよう

羊 森田 正次

吉
よしだ

田 岩本 哲男

小
おがわふくい

川福井 藤本 定男

小
おがわうえの

川上野 佐古 進

小
おがわなかむら

川中村 髙垣 博文

小
おがわたんば

川丹波 上田 卓也

中
なかの

野 上山 望

市
いちば

場 川村 泰夫

中
なかいばら

井原 東 一男

金
かなや

屋 硲田 幸男

長
はせがわ

谷川 黒松 和也

大字 氏名

岩
いわのがわ

野河 大西 季寛

川
かわぐち

口 寺垣 啓司

谷
たに

宮﨑 正嗣

立
たていし

石 野㞍 勇

彦
ひこがせ

ヶ瀬 平硲 克己

瀬
せい

井 橋本 浩嗣

畦
あぜた

田 松浦 敏弘

西
にしがみねかみ

ケ峯上 岡本 和明

西
にしがみねしも

ケ峯下 上松 宏彰

中
なか

花田 敏和

中
なかみね

峯 三隅 晃

本
ほんどう

堂 水本 尚徳

有
ありはら

原 斯波 浩一

青
あおだ

田 黒岩 修

沼
ぬただ

田 中家 盛睦

延
のぶさか

坂 西林 康秀

西
にしぞの

薗 山下 和人

尾
おのうえ

上 保関 好希

小
おはら

原 杉本 真治

生
おいし

石 東 邦一

丹
にう

生 糸野 誠二

糸
いとの

野 永田 博誠

下
しもむつがわ

六川 上門 孝年

釜
かまなか

中 中西 久和

黒
くろまつ

松 岡野 秀樹

上
かみむつがわ

六川 中畑 喜次

西
にし

上野 博行

大字 氏名

粟
あお

生 今井 敏光

中
なかはら

原 谷脇 史一

川
かわい

合 長硲 智

二
にさわ

澤 谷関 孝夫

北
きたのかわ

野川 松本 吏郎

三
みせがわ

瀬川 峯北 展彰

東
ひがしおおたに

大 谷 前北 一夫

二
ふたがわ

川 早田 好宏

日
ひものがわ

物川 柳 隆次

境
さかいがわ

川 竹上 元文

楠
くすもと

本 谷口 具孝

沼
ぬま

松田 壽夫

遠
とい

井 柳生 総五

三
みた

田 西岡 晴生

宮
みやがわ

川 稲見 優

大
おおぞう

蔵 鈴木 幸敏

清
しみず

水 東 修一

久
くのはら

野原 福本 隆

下
しもゆかわ

湯川 中西 理

上
かみゆかわ

湯川 東 達貴

井
いだに

谷 北畑 祥治

板
いたお

尾 宮本 和明

杉
すぎのはら

野原 谷口 輝代史

押
おしで

手 中野 裕示郎

沼
ぬまたに

谷 山本 勝敬

【令和 7 年（2025 年）4 月 1 日現在】

※敬称略
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月 火 水 木 金 土 日
1
□運動教室
（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

2 3 憲法記念日 4 みどりの日

5 こどもの日 6 振替休日 7
□健康フェア
　��（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会
初心者クラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

8 9
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

10
□おはなし会
（金屋図書館）
【金屋図書館】

11
□おはなし会
（ポッポ絵本館）
【ALEC】

12 13
□ 3 歳 6 カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□おひざでだっこ
のおはなし会
（金屋図書館）
【金屋図書館】

14 15 16 17 18
□集団健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□おはなし会
（ポッポ絵本館）
【ALEC】

19 20
□デイケア
　��（清水図書館）
　【住民福祉室】
□ 10 カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

21
□ 1 歳 6 カ月児健診
（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

□手話講習会
初心者クラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

22
□ブックラザ「と

びだせ！カエル
をつくろう」
（金屋図書館）
【金屋図書館】

23
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□水道・下水道料金
　口座振替日
【上下水道課】

24 25
□集団健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

26 27
□ 4 カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

28
□ 2 歳児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

29
□集団健診
（三田活性化セン
ター・安諦地区基
幹集落センター）
【健康推進課】

□行政相談所
（きび保健福祉センター )
【総務課】

30 31 6/1

2
□水道・下水道料金

納期限（納付書）
【上下水道課】

□全期 軽自動車税
納期限
【税務課】

□第 1 期 固定資産
税納期限
【税務課】

3 4
□健康フェア
　��（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会
初心者クラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

5
□運動教室
（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

6
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

7 8
□集団健診
（きびドーム）
【健康推進課】

5月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、

【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）
（第 1金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）
【商工観光課】

【お知らせ】
当ページに掲載しているイベントな

どについて、やむを得ず中止となる恐
れがあります。最新の情報は町ホーム
ページでご確認いただくかお問い合わ
せください。
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有
田
川
町
は
、
旧
３
町
と
も
に
中
生
代
の
化
石
の
産
地
と
し
て

有
名
で
す
。
大
正
４
年
（
１
９
１
５
年
）
に
は
、
既
に
鳥
屋
城
山

で
発
見
さ
れ
た
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
二
枚
貝
の
化
石
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
内
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
有
名
な
産
地
は
、
北
海
道
と

関
西
で
す
。
関
西
で
は
紀
伊
水
道
を
囲
む
地
域
が
中
心
で
、
和
歌

山
県
側
で
は
有
田
地
域
が
随
一
の
産
地
で
す
。
今
回
は
、
こ
の
ア

ン
モ
ナ
イ
ト
に
つ
い
て
解
説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
語
源

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
は
「
ア
ン
モ
ー
ン
の
鉱
物
」
と
い
う
ギ
リ
シ
ャ

語
で
す
。
ア
ン
モ
ー
ン
は
、
エ
ジ
プ
ト
や
ギ
リ
シ
ャ
の
神
話
に
出

て
く
る
神
様
で
す
。
羊
の
よ
う
な
角
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
渦
巻

の
角
の
形
を
し
た
石
と
い
う
こ
と
で
名
前
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
は
貝
で
は
な
く
、
イ
カ
や
タ
コ
の
な
か
ま

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
は
、
恐
竜
た
ち
が
生
き
て
い
た
中
生
代
よ
り
も

古
い
時
代
で
あ
る
古
生
代
に
出
現
し
た
「
頭と
う
そ
く
る
い

足
類
」
と
呼
ば
れ
る

イ
カ
や
タ
コ
の
仲
間
で
す
。
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
は
海
に
生
息
し
、
鋭

い
顎が
く
き器

や
歯し
ぜ
つ舌

と
呼
ば
れ
る
器
官
を
使
っ
て
カ
ニ
な
ど
の
甲
殻
類

や
二
枚
貝
な
ど
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
編

　
　
　
―
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
以
外
の
動
物
化
石
―

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
は
、
時
代
に
よ
っ
て
細
か
な
模
様
や
形
に
違

い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
化
石
が
見
つ
か
る
と
、
そ
の
地
層

の
時
代
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
時
代
の

特
定
が
で
き
る
化
石
を
、
示し
じ
ゅ
ん準
化
石
と
い
い
ま
す
。

●
通
常
巻
き
と
、
異
常
巻
き
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
は
世
界
中
で
見
つ
か
り
ま
す
が
、
日
本
で
は

特
に
「
異
常
巻
き
」
と
呼
ば
れ
る
、
通
常
の
く
る
く
る
と
巻
い

た
形
と
違
う
種
類
の
も
の
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
す
。
異
常

巻
き
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
は
、
一
見
す
る
と
泳
ぐ
の
に
は
適
し
て

い
な
さ
そ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
が
、
数
値
解
析
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
る

と
、
合
理
的
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
田
川
町
か
ら
は
、
通
常

巻
き
の
パ
キ
デ
ィ
ス
カ
ス

や
ゴ
ー
ド
リ
セ
ラ
ス
、
異

常
巻
き
の
デ
ィ
デ
ィ
モ
セ

ラ
ス
や
プ
ラ
ビ
ト
セ
ラ
ス

と
い
っ
た
種
類
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
150
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a.lg.jp
●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
URL　

https://w
w
w.tow

n.aridagaw
a.lg.jp

●
〒６４３‐００２１�和

歌
山
県
有
田
郡
有
田
川
町
下
津
野
2018 -4

●
有
田
川
町
役
場
企
画
調
整
課
　
TEL�0737‐

22‐
3293

広
報

あ
り

だ
が

わ
  2025.5 vol.233


